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ハッチングなし：6/30資料提出以降のコメント又は過去のコメントが継続して
いるもの
黄色ハッチング：6/30提出資料にて反映したもの
灰色ハッチング：6/30提出のコメントリストで以下の観点から対応済としたも
の
・ファクトの整理や誤った記載、資料の体裁に関する内容であり、過去の提
出資料に反映済で6/30提出資料で内容を踏襲しているもの。
・資料そのものの記載に関する内容であり、資料へ反映し説明済み又は当
時のコメント自体が現行の資料にそぐわなくなっているもの。

No 分類 NRAコメント ヒアリング/審査会合 資料 原燃回答 対応状況

1 整理資料への記載方針

再処理施設の方は既にあるものを共用されることにより影響がないことがメイン
であるが、廃棄物管理施設では今までなかったもの共用することで増やすような
形になる。そこのところを申請書でどう書こうとしているのか説明が必要。
具体的には、廃棄物管理施設オリジナルとして説明しなければならないものと、
再処理施設で基準適合しているものを使用することで説明を省ことしているもの
があれば、申請書でどう書いているので既許可の記載が変わらないという説明
を受けなければならない。
中身自体がどうこうというよりは書きぶりとして整理すること。

ヒアリング
（2022/6/22)

(2021/6/25)
整理資料（本文、第２表）

「整理資料 第2表 本変更による事業許可基準規則（第二条から第十九条）への適合性の確認結果につい
て」に、「本変更による既許可事項への影響」欄を追加し、既許可の設計方針等が変わらない理由を追記
する。
また、「整理資料 ２．変更の内容」に、上記に対する申請書への記載箇所を添付書類五の「1.6.9 「廃棄物
管理施設の位置、構造及び設備の基準に関する規則」に対する適合」として以下のとおり反映する旨を記
載する。
・新たに共用する設備がある条文について、共用を考慮して適合する旨を追記
・第1貯蔵系を共用しても，廃棄物管理施設の既許可の設計方針等に変更がない条文について、その理由
を追記

2022.6.30提出資料に反映
・廃棄物 整理資料（本文（２、表１、４、第２表）、補足説明資料２（３））

2 整理資料への記載方針

既許可の１８条整理資料において、火災感知設備へ予備電源から給電すること
としている。第１貯蔵系で共用する火災感知設備等についても、それに従った対
応が必要であり、既許可の廃棄物管理施設側の予備電源から給電するのか、
再処理側から給電するのか、蓄電池等で対応するのか整理すること。

ヒアリング
（2022/6/22)

(2021/6/25)
整理資料（本文、第２表）

第１貯蔵系で共用する火災感知設備に対する予備電源は、再処理施設の運転予備用ディーゼル発電機で
あることから、当該設備を共用する方針を追記する。

2022.6.30提出資料に反映
・再処理 整理資料（本文（２、表１、４、第１表及び第２表）、補足説明資料１
（３及び添付資料１）並びに補足説明資料３）
・廃棄物 整理資料（本文（２、表１、４、第１表及び第２表）、補足説明資料１
（３及び添付資料１）並びに補足説明資料３）

3 整理資料への記載方針
廃棄物管理施設の整理資料で追加された本変更による既許可事項への影響を
含め、申請書本文・添付の記載変更箇所および記載内容が具体的に分かるよう
整理資料を修正すること。

ヒアリング
（2022/7/6)

(2022/6/30)
整理資料（本文、第２表）

本文・添付書類の記載の変更箇所と内容を記載する。
2022.7.8提出資料に反映
・再処理 整理資料（本文（２））
・廃棄物 整理資料（本文（２））

コメント管理表（再処理事業変更許可申請（共用））
【公開版】


